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本調査は、文部科学省の学術研究費助成事業の助成金による、著作権などの知的財産権を用いた資金提供や資金調達に関する制度的研究の一環として実施するものです。著作権などの知的財産権を用いた資金調達についてのご意見やご経験についてご教示ください。ご多忙のところ、大変お手数ではございますが、是非ともご協力いただきますようどうぞよろしくお願い申しあげます。
なお、知的財産権を用いた資金調達の経験がない方のご意見も是非お聞きしたいと考えております。回答は問1～問9と問29～問31のわずかですのでよろしくお願いします。

また、最後にある回答者欄に記入して回答していただいた方には、アンケート調査の結果及び専門家から構成される研究会等における評価結果を記したデータを後日お送りします。
＜アンケートご回答にあたってのお願い＞
■アンケート調査の実施にあたっては、コンテンツ関連の団体にご協力いただいております関係で、複数の団体から依頼がある場合がありますのでご了承ください。
■回答に迷うような場合は、厳密ではなくとも結構ですので、おおよその状況やお考えなどをご記入ください。
■ご回答は、あてはまる選択肢の番号に○印や◎印をつけていただく設問、回答を数字や文字で自由に記入していただく設問があります。
■お答えが「その他」の場合には、その内容を（　）内に具体的にご記入いただく場合があります。
■調査票中で「問○○で１を選択した方のみご回答ください」などの記載がある場合、該当する方のみお答えください。
■調査票中で「→問○○へお進みください」などの記載がある場合、記載の設問までお進みください。
■本アンケートでは以下のように用語を定義しております。

△著作権

　：音楽の場合は、原盤の権利（レコード製作者の権利＜著作隣接権＞）も含みます。

△質権の設定
：権利に担保をつける方法
△譲渡担保権の設定
：著作権を形の上でだけ債権者に譲渡することで、担保とする方法
△信託
：他者に管理等させるために自己の権利を移転すること
△証券化
：保有している権利を有価証券として売り出して流動化して資金調達すること
△ノンリコースローン
：対象とする知的財産権が生み出す収益のみを返済の原資とする融資
△投資スキーム
：投資家に配当を行うスキームによる投資の募集のこと
△製作委員会方式
：幹事会社等が複数の会社に対し出資を募ってリスクを分散し、利益が出た場合は出資比率に準じてこれを分配することで、映画等の作品を作成する方法。

■ご記入いただきました情報の取り扱いについて

・ご記入いただきました調査票は、統計資料の作成、情報の分析等の目的で使用させていただきます。第三者への提供は行いません。

・ご回答につきましては、統計的に処理し、また回答者が特定されない形で報告書等において公表させていただくことがありますが、個別のご回答についてお断りなく公表することは一切ありません。
■ご回答については、２０１３年２月○○（○）までに、アンケート調査の事務局をお願いしております公益社団法人著作権情報センターへ、メール又はファックスによりお願い申し上げます。なお、メールでご回答いただく場合の件名は、「アンケート回答」としてください。
公益社団法人著作権情報センター

新宿区北新宿２－２１－１　新宿フロントタワー３２階

TEL　03-5348-6030
　　メールアドレス　copyright@cric.or.jp
　　ファックス番号　03-5348-6200

■ご回答いただいた内容については、別途、詳しいお話をお伺いさせていただく場合がございます。その際にはご協力をお願いします。
■ご回答にあたって、ご不明な点等がありましたら、下記までご連絡ください。
　横浜国立大学大学院国際社会科学研究科教授　川瀬　真
　　〒240-8501 横浜市保土ヶ谷区常盤台７９－４
    TEL&FAX　045-339-3633 Ｅ-mail　kawase@ynu.ac.jp
　＊席を外していることが多いので、メールをいただければ、折り返しこちらからご連絡を差し上げます。
1． 著作権を用いた資金調達の不安や利点、経験についてお尋ねします
＜問1～問4は、全ての方がご回答ください＞

通常どのような方法で資金調達を行っていますか。あてはまる選択肢全てに○を付けてください。特に頻繁に行っている選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］
1　不動産担保を利用した借り入れ

2　保証人をつけた借り入れ

3　無担保の借り入れ

4　製作委員会方式による資金の調達

5　スポンサー企業等をつのることで資金を調達

6　投資家からの資金提供をうけることで調達（出資）
7　外部から資金調達をしていない（自己資金等の利用）

8　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

著作権を用いた資金調達を行う場合、一般に以下の選択肢のような不安が想定されています。下記のうち、不安として共感できる選択肢全てに○を付けてください。特に重要と考えられる選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］
1　これまで著作権を利用して資金調達をした経験がなく、ノウハウや人材がいないため不安である
2　著作権の価値は経済的・金銭的に算出することが困難であるから、資金調達を行えるか不安である

3　著作権を利用すると、その権利に関する法的問題が発生する不安がある

4　社外で日常的に法的問題を相談できる環境がないため不安である
5　著作権の対象となる作品が他人に奪われてしまうという不安がある

6　著作権を共有している関係者との調整が面倒あるいはトラブルが発生する懸念がある
7　著作物の製作コストの詳細な管理を行い、債権者に常に報告する必要が生じるならば面倒である

8　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

著作権を用いた資金調達をする場合、一般に以下の選択肢のような利点が想定されています。下記のうち、利点として共感できる選択肢全てに○を付けてください。特に重要と考えられる選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］
1　著作権しか目立った財産をもっていないので、著作権の価値が評価され、その活用ができれば有益である

2　不動産などの担保に加えて、著作権も担保として利用して資金調達ができるのであれ有益である
3　著作権を自分が活用しながら、同じ著作権により資金調達できるのであれば有益である
4　著作権を対象に資金調達をしても、一定期間後に自社に著作権が戻ってくるので有益である

5　対象となる著作権が生み出す収益のみを返済原資とし、その範囲以上の返済を行わないような調達の方法も考えられる（たとえば、対象とする著作権が生み出す収益のみを返済原資とする融資［ノンリコースローン］や投資スキームの場合）

6　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

著作権を用いた資金調達を行ったことがありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　融資を受ける方法として行ったことがある（→問10へお進みください）

2 金融機関が行う信託等の投資スキームで行ったことがある
（→問17へお進みください）

3 融資としても、投資スキームとしても、行ったことがある
（→問10へお進みください）

4　行ったことがない（→問5へお進みください）

2． 著作権を用いた資金調達の経験のない方にお尋ねします

＜問5～問9は、問4で4を選択した方のみご回答ください＞

著作権を用いた資金調達の方法に興味はありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。興味がない場合には理由についてもご回答ください。
1 ある
2 ない（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

過去に金融機関等に著作権を用いた資金調達について相談したことはありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　ある
2　ない
3　相談中である

著作権を用いて資金を調達する方法を知っていますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　知っている
2　あまりよく知らない
3　全く知らない

上記の利点や不安を踏まえて、著作権を用いた資金調達を行いたいと思いますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　行ってみたい

2　あまり行ってみたいとは思わない

3　全く行いたくない

著作権を用いた資金調達に関するご意見やご要望などあれば、以下の回答欄に自由にご記入ください。

3． 融資による資金調達についてお尋ねします

＜問10～問16は、問4で1または3を選択した方のみご回答ください＞

２０００年以降に行った著作権を用いた融資による資金調達を行った合計件数は何件になりますか。以下の回答欄に件数を数字でご記入ください。
（　　　　　　）件
融資による資金調達の対象となった作品の種類としてあてはまる選択肢全てに○を付けてください。また、特に回数が多かった選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］
1　映画　　　
2　アニメ　　　
3　漫画
4　音楽
5　ゲームソフト

6 コンピュータ・ソフトウェア（ゲームソフトを除く）
7 その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
融資による資金調達に用いた著作権の数（作品数）について、あてはまる選択肢全てに○を付けてください。特に回数が多かった著作権の数（作品数）の選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］
1　１
2　２以上５未満
3　５以上１０未満　
4　１０以上（具体的に：　　　　　　　　）
著作権を用いた融資による資金調達の手段は、1質権の設定（著作権に担保をつける方法）、2譲渡担保権の設定（著作権を形の上でだけ債権者に譲渡すること）、3その他の方法などが存在しています。これらの方法のうち、資金調達の際に利用した手段にあてはまる選択肢全てに○を付け、特に利用頻度が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。なお、それぞれの選択肢に対応する附問にも回答してください。

1　質権の設定（→以下の附問1～3にお答えください）

2　譲渡担保権の設定（→以下の附問4～6にお答えください）

3　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜問13で1と回答した方に、質権の設定についてお尋ねします＞

附問1　資金調達に際して、著作権以外にも他の権利や財産（例えば、特許権、実用新案権、商標権、意匠権等の産業財産権、不動産、保証人など）を担保とすることを求められたことがありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。「1　はい」とご回答の場合には、著作権以外に求められた担保の種類として、ご経験上最も多かったものを具体的にご記入ください。

1　はい（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2　いいえ

附問2　質権の設定という手段を採用したことで生じた弊害や支障があれば、その内容としてあてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。
1　質権の実行手続が面倒であると金融機関にいわれた
2　金融機関から債務者が本当に著作権者なのかと確認された

3　著作権に共有者がいて問題が生じた
4　製作委員会方式をとったので問題が生じた

5　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

附問3　質権の設定という手段を選択するに当たって考慮した事項としてあてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。

1　民法に規定があるので明確であるから
2　自社が著作権者のままであり、安心だから

3　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＜問13で2と回答した方に、譲渡担保権の設定についてお尋ねします＞

附問4　資金調達に際して、著作権以外にも他の権利や財産（例えば、特許権、実用新案権、商標権、意匠権等の産業財産権、不動産、保証人など）を担保とすることを求められたことがありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。「1　はい」とご回答の場合には、著作権以外に求められた担保の種類として、ご経験上最も多かったものを具体的にご記入ください。
1　はい（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2　いいえ

附問5　譲渡担保権の設定という手段を採用したことで生じた弊害や支障があれば、その内容として、あてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。
1　金融機関から誰が著作権者なのか不安であるといわれた
2　自社の著作権を金融機関等に移転することに不安があった
3　著作権を侵害する者が登場し、自社と債権者のどちらが法的措置をとるか検討しなければならなかった
4　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

附問6　譲渡担保権の設定という手段を選択するにあたって考慮した事項として、あてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。

1　金融機関から担保を実行する方法が簡易といわれたから。
2　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

融資による資金調達を行った際、著作権を選択するにあたって考慮した事項としてあてはまる選択肢全てに○を付け、特に考慮する重要性が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。

1　著作権の資産としての評価が可能だったから
2　自社が著作権以外の知的財産権を有していなかったから
3　そもそも著作権以外の担保を求められていたが、それでは不足したから
4　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
著作権を用いた融資による資金調達を行った場合の調達額として、あてはまる選択肢全てに○を付け、最も調達した頻度が高かった金額１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。
1　５００万円未満
2　５００万円以上～１０００万円未満

3　１０００万円以上～５０００万円未満
4　５０００万円以上～1億円未満

5　１億円以上～５億円未満
6　５億円以上～１０億円未満

7　１０億円以上

融資による資金調達を行った際、対象とする著作権が生み出す収益のみで債権の全額を弁済できた案件はどの程度ありましたか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1 全ての案件で全額弁済できた
2 ほとんどの案件で全額弁済できた（→以下の附問1にお答えください）
3 半分程度の案件で全額弁済できた（→以下の附問1にお答えください）
4 ほとんどの案件で全額弁済できなかった（→以下の附問1にお答えください）
5　全額弁済できた案件は１件もなかった（→以下の附問1にお答えください）
附問1　問16で2～5と回答した方にお尋ねします。債務の弁済のため、著作権を処分したことがありますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。

1　ある
2　ない

4． 投資スキームによる資金調達についてお尋ねします

＜問17～問24は、問4で2または3を選択した方のみご回答ください＞

２０００年以降に行った著作権を用いた投資スキームによる資金調達の合計件数は何件になりますか。以下の回答欄に件数を数字でご記入ください。
（　　　　　　）件
投資スキームによる資金調達の対象となった作品の種類としてあてはまる選択肢全てに○を付けてください。また、特に回数が多かった選択肢１つに◎を付けてください。［複数回答可、◎は１つ］

1　映画　　　
2　アニメ　　　
3　漫画

4　音楽
5　ゲームソフト

8 コンピュータ・ソフトウェア（ゲームソフトを除く）

9 その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
投資スキームによる資金調達に用いた著作権の数（作品数）について、あてはまる選択肢全てに○を付けてください。特に回数が多かった著作権の数（作品数）の選択肢１つに◎を付けてください）。［複数回答可、◎は１つ］

1　１
2　２以上５未満

3　５以上１０未満　
4　１０以上（具体的に：　　　　　　　　　）
投資スキームによる資金調達の利用手段にあてはまる選択肢全てに○を付け、特に利用頻度が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。
1　信託（→以下の附問1にお答えください）

2　投資家に配当を行うスキームによる投資の募集（1の信託方法を除く）

3　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
附問1　問20で1と回答した方にお尋ねします。信託の方法はどのようなものでしたか。あてはまる選択肢全てに○を付け、特に利用頻度が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。

1　著作権そのものを信託
2　著作権からの収益権（キャッシュフロー）の信託

3　証券化

4　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

投資スキームによる資金調達の際、著作権を選択するにあたって考慮した事項としてあてはまる選択肢全てに○を付け、特に考慮する重要性が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。

1　著作権の資産としての評価が可能だったから
2　自社が著作権以外の知的財産権を有していなかったから
3　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

著作権を用いた投資スキームによる資金調達を行った場合の調達予定額として、あてはまる選択肢全てに○を付け、最も頻度が高かった金額１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。
1　５００万円未満
2　５００万円以上～１０００万円未満

3　１０００万円以上～５０００万円未満
4　５０００万円以上～1億円未満

5　１億円以上～５億円未満
6　５億円以上～１０億円未満

7　１０億円以上

著作権を用いた投資スキームによる資金調達を行った際、予定した資金が集まった案件はどのくらいありましたか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　全ての案件で予定した資金が集まった（→以下の附問1にお答えください）
2　ほとんどの案件で予定した資金が集まった（→以下の附問1にお答えください）
3　半分程度の案件で予定した資金が集まった（→以下の附問1にお答えください）
4　ほとんどの案件で予定した資金は集まらなかった
（→以下の附問1にお答えください）
5　予定した資金が集まった案件は１件もなかった

附問1　問23で1～4と回答した方にお尋ねします。著作権を用いた投資スキームによる資金調達を行って実際に集まった金額として、あてはまる選択肢全てに○を付け、最も頻度が高かった金額には◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。
1　５００万円未満
2　５００万円以上～１０００万円未満

3　１０００万円以上～５０００万円未満
4　５０００万円以上～1億円未満

5　１億円以上～５億円未満
6　５億円以上～１０億円未満

7　１０億円以上

著作権を用いた投資スキームによる資金調達を行った際の配当について、あてはまる選択肢全てに○を付け、特に頻度が高かった選択肢１つに◎を付けてください［複数回答可、◎は１つ］。
1　予定した額の配当を行った
2　予定を超える額の配当を行った

3　一部配当を行った
4　配当は全く行わなかった

5　マイナス配当であった（元本割れになった）
5． 著作権を用いた融資または投資スキームのいずれかの資金調達の経験のある方にお尋ねします

＜問25～問28は、問4で1または2を選択した方のみご回答ください＞

著作権を用いた資金調達を利用して有益だと感じていますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　有益だった
2　有益でなかった

今後も著作権を用いた資金調達を活用しようと思いますか。あてはまる選択肢１つに○を付けてください［○は１つ］。
1　思う
2　思わない
著作権を用いた資金調達をより有益に利用しやすくするために改善すべき点はありますか。あてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。
1　権利の登録や第三者に優先するための手段、その他の法的仕組みを分かりやすく改善して欲しい
2　担保利用に当たって企業の情報や機密を保護する制度が欲しい
3　著作権を担保として利用するとしても、他の法律（例：民法）との関係がわからない点があるので、わかりやすくしてほしい
4　担保として利用する場合、実行手続を分かりやすく、実効性のあるものにして欲しい
5　社内における著作権に関する教育の充実
6　税務処理が分かりやすく、簡便になればよい
7　その他
（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

著作権を用いた資金調達に関するご意見やご要望などあれば、以下の回答欄に自由にご記入ください。

6． 貴社についてお尋ねします

＜問29～問31は、全ての方がご回答ください＞

貴社の属性についてお答えください。

1　コンテンツ制作会社（→以下の附問1にお答えください）
2　一般企業

3　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

附問1　問29で1と回答した方にお尋ねします。貴社が制作しているコンテンツ種類としてあてはまる選択肢全てに○を付けてください［複数回答可］。
1　映画　　　
2　アニメ　　　
3　漫画

4　音楽
5　ゲームソフト

6　コンピュータ・ソフトウェア（ゲームソフトを除く）

7　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ご加入の業界団体を通じてアンケートにご回答いただいた方は、以下の回答欄に加入団体についてご記入ください。

貴社の企業規模（年間売上高）を以下の回答欄にご回答ください。

差し支えなければ、ご回答者のご自身についてご記入ください。ご回答内容について、詳細にお伺いしたい場合にご連絡させていただくことがございます。どうぞよろしくお願いいたします。

	貴社名
	

	住所
	

	連絡先
	Tel：　　　　　　　　　　　　　　Fax：
e-mail：

	回答者
	（所属・役職）　　　　　　　　　　　　（御名前）


著作権を用いた資金調達に関するアンケート


《資金調達企業対象》
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